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はじめに 

　このたびは、　　　　　　シリーズ（電動シリンダ）をお買い

上げくださいまして、まことにありがとうございました。 

　ご使用になる前に、正しく使っていただくための手引書とし

てこの「取扱説明書」をお読みください。 

 

●本書の内容につきましては、将来予告なく変更されることが

あります。 

●本書の内容につきましては万全を期してありますが、万一不

可解な点や誤り、お気付の点がございましたら、ご一報くだ

さるようお願いします。 
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安全上のご注意 
●アクチュエータの取り扱いは、作業に習熟した方が行ってください。また、この取扱説明書に記載されている内容は、製品をご使用いた
だく前に必ず熟読し、充分にご理解いただく必要があります。 
●本取扱説明書は実際にご使用いただくお客様の手元まで届くようご配慮ください。 
●本取扱説明書は製品をお取り扱いいただく前にいつでも使用できるよう、大切に保管してください。 
●本取扱説明書では取り扱いを誤った場合、発生が予想される危害・損害の程度を、基本的に「危険」・「注意」のランクに分類して表示
してあります。その定義と表示は次のとおりです。 

　なお、「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも重要な内容を記載していますの
で必ず守ってください。 

 

危　険 

危　険 

注　意 

取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能性が想定される
場合 

取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を受ける可能性が想定
される場合、および物的損害のみの発生が想定される場合 

（全　般） 
●爆発性雰囲気中では使用しないでください。 
　爆発、引火、火災、感電、けが、装置破損の原因となります。 
●活線状態では作業しないでください。必ず電源を切って作業
してください。感電のおそれがあります。 
●運搬、設置、配管・配線、運転・操作、保守・点検の作業は、
専門知識と技能を持った人が実施してください。爆発、引火、
火災、感電、けが、装置破損のおそれがあります。 

●人員輸送装置に使用される場合には、装置側に安全のため
の保護装置を設けてください。 

　暴走落下による人身事故や、装置破損のおそれがあります。 
●昇降装置に使用される場合には、装置側に落下防止のため
の安全装置を設けてください。昇降体落下による人身事故や、
装置破損のおそれがあります。 

●可変速モータ（PQタイプ）は、モータによる制動力が作用しま
せんので昇降運転には使用しないでください。けが、装置破
損のおそれがあります。 

●速度サーボモータ（XYタイプ）で昇降運転される場合、下降
運転時に発生する回生電力の消費のための抵抗値計算は
必ず行ってください。 

　内蔵の放電抵抗器で不充分の場合、外部に放電抵抗器を
つけてください。 

　不足の場合、ドライバより回生過多のアラームが点灯し、ドラ
イバよりモータへの電力供給を停止します。その場合、電磁
ブレーキ内蔵でないタイプを使用の場合（Xタイプ）、装置落
下のおそれがあり、けが、装置破損のおそれがあります。 

●ブレーキに水、油脂類が付着しないようにしてください。ブレー
キトルクの低下による落下、暴走事故のおそれがあります。 

●ドライバに水等がかからぬようにしてください。ドライバが破損
します。 

（運　搬） 
●運搬のために吊り上げた際に、製品の下方へ立ち入ることは、
絶対にしないでください。落下による人身事故のおそれがあ
ります。 

（配　線） 
●電源ケーブルとの結線は、取扱説明書にしたがって実施して
ください。 
　違った端子に接線したりしますと、ドライバの破損や感電や火
災のおそれがあります。 

●電源ケーブルやモータリード線を無理に曲げたり、引っ張ったり、
はさみ込んだりしないでください。感電のおそれがあります。 

●アース用端子を確実に接地してください。感電のおそれがあ

ります。 
●電源は銘板に記載してあるものを必ずご使用ください。モータ
の焼損、火災のおそれがあります。 

（運　転） 
●ドライバ端子台のカバーを取り外した状態で運転しないでくだ
さい。作業後は、端子台のカバーをもとの位置に取り付けてく
ださい。感電のおそれがあります。 

●運転中、回転体（シャフト等）または、直線運動部（ワークベ
ース等）へは絶対に接近又は接触しないでください。巻き込
まれ、けがのおそれがあります。 
●停電したときは必ず電源スイッチを切ってください。知らぬ間
に電気が来て、けが、装置破損のおそれがあります。 

●速度サーボモータ（XYタイプ）で回生が生じる使い方をされる
場合、外付抵抗端子に高い電圧が生じるおそれがありますの
で、手を触れないでください。感電のおそれがあります。 

（日常点検・保守） 
●運転中の保守・点検においては回転体（シャフト等）または直
線運動部（ワークベース等）へは、絶対に接近または接触し
ないでください。巻き込まれ、はさまれ、けがのおそれがあります。 

●停止時の歯面状況の点検の場合は、駆動機・被動機の回
転止めを確実に行ってください。歯車噛合部への巻き込まれ、
人身事故のおそれがあります。 

●停止時の製品の内部に立ち入って点検する場合には、駆動機・
被動機の回転止めを確実に行いかつ製品内部が充分に冷
却されてから、常に内部の換気を行いながら、施工せねばなり
ません。 
　さらに点検作業中には、外部に安全確認の要員を配置し、作
業者との安全確認を常に行うようにしてください。また、製品
内部は潤滑油で滑りやすい状態であることを充分認識し、確
実な安全策を講じてください。人身事故のおそれがあります。 

●点検時に取り外した安全カバー等を外したままで運転しない
でください。 

　巻き込まれ、けがのおそれがあります。 
（ブレーキ部の点検・保守） 
●本運転をする前に電源を入、切してブレーキ動作確認をしてく
ださい。落下、暴走事故のおそれがあります。 

●ブレーキギャップの点検、調整後、ブレーキカバーを外したまま
モータを運転しないでください。巻き込まれ、けがのおそれがあ
ります。 
●昇降用にご使用の場合は、負荷を吊り上げた状態でブレーキ
の解放操作をしないでください。落下事故のおそれがあります。 
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注　意 

（全　般） 
●アクチュエータの銘板、または製作仕様書の仕様以外で使
用しないでください。感電、けが、装置破損等のおそれがあり
ます。 
●アクチュエータの開口部に、指や物を入れないでください。感電、
けが、火災、装置破損のおそれがあります。 
●損傷したアクチュエータを使用しないでください。けが、火災等
のおそれがあります。 

●銘板を取り外さないでください。 
●お客様による製品の改造は、当社の保証範囲外ですので、
責任を負いません。 

（荷受時の点検） 
●現品が注文通りのものかどうか、確認してください。間違った
製品を設置した場合、けが、装置破損等のおそれがあります。 

（運　搬） 
●運搬時は、落下、転倒すると危険ですので、十分ご注意ください。 
（据　付） 
●アクチュエータの周囲には可燃物を絶対に置かないでください。
火災のおそれがあります。 

●アクチュエータの周囲には通風を妨げるような障害物を置か
ないでください。冷却が阻害され、異常過熱によるやけど、火
災のおそれがあります。 

●アクチュエータには絶対に乗らない・ぶら下がらないようにして
ください。けがのおそれがあります。 
●アクチュエータの軸端部、内径部等のキー溝は、素手でさわら
ないでください。けがのおそれがあります。 

●食品機械等特に油気を嫌う装置では、故障・寿命等での万
一の油洩れに備えて、油受け等の損害防止装置を取付けて
ください。油洩れで製品等が不良になるおそれがあります。 
●モータにハンマなどで衝撃を与えないでください。内部のエン
コーダが破損し、暴走する可能性があります。 

（相手機械との連結） 
●ギアモータを負荷と連結する場合、芯出し、ベルト張り、プーリ
の平行度等にご注意ください。直結の場合は直結精度にご
注意ください。ベルト掛けの場合は、ベルト張力を正しく調整
してください。また運転前には、プーリ、カップリングの締付け
ボルトは、確実に締付けてください。破片飛散による、けが、装
置破損のおそれがあります。 

●回転部分または直線運動部に触れないようカバー等を設け
てください。けがのおそれがあります。 

●相手機械との連結前に回転方向または移動方向を確認して
ください。回転方向または移動方向の違いによって、けが、装
置破損等の恐れがあります。 

（配　線） 
●絶縁抵抗測定は、行わないでください。ドライバ、モータが破
損するおそれがあります。 

●配線は、電気設備技術基準や、内線規定にしたがって施工
してください。焼損や感電、火災、けがのおそれがあります。 
●ドライバには各種保護装置は付属しておりますが、ドライバ投
入電源ラインに漏電遮断器等を設置することを推奨します。
損傷や感電、火災、けがのおそれがあります。 

●ギアモータ単体で回転される場合、出力軸に仮付けしてある
キーを取り外してください。けがのおそれがあります。 

●相手機械との連結前に回転方向または移動方向を確認して
ください。回転方向または移動方向の違いによって、けが、装
置破損のおそれがあります。 

●配線における電圧降下は２％以下に収めてください。配線距
離が長い時は電圧降下が大きくなりアクチュエータが運転不
可能な状態になります。 

●逆転をさせるときは必ず一旦停止させた後に逆転始動をして
ください。プラッキングによる正逆運転により装置破損のおそ
れがあります。 

（運　転） 
●運転中、アクチュエータはかなり高温になります。手や体を触
れないようにご注意ください。やけどのおそれがあります。 

●異常が発生した場合は直ちに運転を停止してください。感電、
けが、火災のおそれがあります。 
●モータ単体に商用電源を供給すると、焼損します。商用電源
をモータに供給しての試運転はできません。 
●モータの回転／停止を目的に頻繁に電源の遮断と投入を繰
り返さないでください。制御器の内部回路に悪影響を与えます。
運転指令のON／OFFで回転／停止を行ってください。 

●電源投入後、約２秒後に内部の制御回路が動作します。 
●電源を遮断し、すぐに投入すると不足電圧のアラームを検出
する場合があります。POWERのLEDが消えた後、電源を再
投入してください。 

●アクチュエータは必ず機械に据え付けてください。据え付けず
に急加減速を行うと、アクチュエータが移動することがあります。 

（日常点検・保守） 
●潤滑油の交換は取扱説明書によって施工してください。油
種は製造者が推奨しているものを必ず使用してください。装
置破損のおそれがあります。 

●ギアモータの表面は高温になるので、素手でさわらないでくだ
さい。やけどのおそれがあります。 
●運転中および、停止直後に潤滑油の交換を行わないでくだ
さい。やげどのおそれがあります。 
●異常が発生した場合の診断は、取扱説明書に基づいて実施
してください。 
　異常の原因を究明し対策処置を施すまでは絶対に運転しな
いでください。 

（分解・組立） 
●修理、分解、組立は、最寄りの営業所または工場へご用命く
ださい。感電、けが、火災等のおそれがあります。 

●制御器のカバーを外して内部を改造しないでください。 
　電源を遮断した直後、内部には数百ボルトの電圧が残って
いる部分があります。感電するおそれがあります。 

●電源を遮断し、モータが回転していないことを確認の上、３分
以上経過してから点検を実施してください。感電する可能性
があります。 

●通電状態で配線の導通チェックを行わないでください。 
●プリント基板および端子台のメガーテストは行わないでください。 
　制御器およびモータ内蔵工ンコーダを破損する可能性があり
ます。 

（廃　棄） 
●ギアモータ、潤滑油を廃棄する場合は、一般産業廃棄物とし
て処理してください。 
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□bギアシリンダ 

1 ご使用にあたり 
シリーズ 

□ａ直結シリンダ 

1-1 各部の名称と機能 

（インダクションモータタイプ） 

六角穴付止メネジ 

マサツディスククミ 

六角穴付ボルト 

フィールド 
リード線 

ブッシュ 

（パイプフランジタイプ） 
パイプフランジ 

外筒パイプ 

出力軸スぺーサー 

ナット 

出力軸キャップ 

出力軸パイプ 

スプリング 

アーマチェア 

ブレーキカバー 

モータ 

直結本体ケース 

ストッパー 

センサ用マグネット 

すべりネジ 

パイプフランジ用ナット 

（パイプフランジタイプのみ） 

OP

リアブラケット 
クレビス用 
フランジ用 （　　） 

IGS

MS

フロントブラケット 
クレビス用 
フランジ用 （　　） 本体 

リード線 

ブッシュ 

（クレビスタイプのみ） 
クレビス用穴 

出力軸キャップ 
クレビス用 
フランジ用 （　　） 

出力軸パイプ 

出力軸スペーサー 

すべりネジ 
ナット 

センサ用マグネット 

ストッパー 

クレビス用穴 
（クレビスタイプのみ） 

OG
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□ａ梱包内容の確認 

1-2 ご使用前の点検と確認 

梱包箱を開封されましたら、下記項目についてお調べください。もし不具合箇所や疑問な点がございましたら、早速ご照会く
ださい。 
（１）ご注文の品物と銘板に記載されている内容が間違いないかどうか。 
（２）ブレーキ付電動シリンダーの場合、整流器が同封されているかどうか。 
（３）輸送中の不慮の事故などによって破損した箇所がないかどうか。 
（４）ネジやナットはゆるんでいないか。 
（５）単相モータの場合、コンデンサは間違いないかどうか。 
　　　※コンデンサ容量　　　100V用（220V耐圧）………………………14.0μF 
　　　　　　　　　　　特注の200V用（440V耐圧）………………………3.5μF 
　　　イ）シリンダ ……………………………………………………………１台 
　　　ロ）取扱説明書（本文） ………………………………………………１部 
　　　ハ）オプション品 
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2 設置 
 2-1 シリンダの設置 
□ａ据え付け環境 

□b 据え付け方法 

①周囲温度　－１０℃～４０℃（保存－１０℃～＋６０℃） 
②周囲湿度　８５％以下 
③高　　度　１０００m以下 
④雰 囲 気　腐食性ガス、爆発性ガス、蒸気などのな

いこと、じんあいを含まない換気の良い
場所であること。 

⑤設置場所　屋内（オイルや切削液、水、切粉等が直
接かからないように設置してください） 

 
 
 
 
据え付けに際しどのタイプにおいてもロッドに曲げ、横
荷重（オーバーハング荷重）が作用しないようにしてく
ださい。 
（１）　フランジタイプ 
　振動のない機械加工された平面に４本のボルトでしっ
かりと締めてください。基礎が悪かったり、取付面の平
面度が出ていないと運転中振動を生じたり、寿命を縮
めることがあります。取付面の平面度は０．３mm以下
になるようにしてください。 

（２）　パイプフランジタイプ 
　外筒パイプ先端にM４０×P１．５、有効長さ１４のねじ加
工がしてありますので、７mm以下のプレートに付属の
ナットにて固定してください。 

（３）　クレビスタイプ 
　ロッド先端及び本体クレビス部ともにφ８h７相当のピン
をご使用ください。穴部の摩耗を防止する上で、ピンは
面粗度の良いものを使用し、連結部にグリースを塗布
することを推奨します。なお、オプションにてクレビス金
具を用意しておりますのでご利用ください。 

（４）　トラニオンタイプ 
　ロッド先端部に対しては、クレビスタイプと同様です。モ
ータ部についてはφ６h７相当の穴が付いております。
なお、オプションにてトラニオン金具を用意しておりま
すのでご利用ください。 

□c据え付け方向 

□dストロークの限定 

全機種取付方向に制限はありません。 
 
 
 
 
ストロークの限定は、主に、リミットスイッチ、リードスイッ
チ、無接点センサ等を使用します。 
（１）ロッドはセンサスイッチ作動点から完全停止まで、

多少惰走しますのであらかじめその惰走距離を見
込んでセンサスイッチ等を設定してください。 

（２）センサ用マグネットをロッドの根元部に内蔵してお
りますので無接点センサが利用いただけます。なお、
市販のリードスイッチの場合、感動距離が合わない
ことがありますのでご注意ください。 

 
 
 
 
相手機械と本機との連結には次の項目に注意してくだ
さい。 
（１）　フランジタイプ、パイプフランジタイプ 
　ロッドに横荷重を作用させないために、GTRⅡ‐C本体
出力ロッドの芯と過負荷側の芯出いよ充分に行ってく
ださい。ロッド先端に市販のフローティングジョイント等
を取り付けることを推奨します。 

（２）　クレビスタイプ、トラニオンタイプ 
　電動シリンダが揺動するような場合、両連結ピンの取
付方向が平行で電動シリンダ本体がスウィングする方
向と直角になるように取り付けてください。（ロッドに曲
げ荷重がかからないために）。 
　ロッド先端やクレビス部などが相手機械に干渉しない
かチェックしてください。 
　ロッドは内部に回転防止機構を内蔵してありませんので、
やわらかな連結具では回転する恐れがありますのでご
注意ください。 

□ｅ相手機械との連結 



 

□ｆご使用上の注意 
（１）ストローク端での当て止めはしないでください。基

本はあくまでもリミットスイッチなどのセンサ止めにし
てください。 

（２）シリンダ内ストッパに当たるような運転はしないでく
ださい。 

 
　　　直結シリンダでブレーキ付でない商品は無負
荷の場合、モータ電源遮断後停止するまでに、
ロータの惰性力により７０mm程度のストローク
移動が発生します。 

　　　無負荷運転させますと、シリンダのストッパで
の当て止めになってしまい、疲労破壊を招くおそ
れかあり、寿命が短くなりますのでご注意ください。 

　 
（３）ストローク中間での当て止めは、相手側に衝撃吸

収機構（ショックアブソーバー等）を設置してください。 
（４）電動シリンダは全機種回り止めを内蔵しておりませ

んので、ご使用に際しては、回り止めを負荷側に設
置してください。負荷側ロッドが回転すると、正常な
動作が出来なくなりますのでご注意ください。 

（５）急激な反転は電動シリンダ及び相手機械に悪影響
を及ぼしますので、必ず一旦停止後逆方向に起動
してください。 

（６）運転中モータの表面温度が９０℃を超えないように
注意を払ってください。 

（７）本製品はけっして分解しないようお順いします。 
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M：モーター　Br：ブレーキ　S：正逆転切替スイッチ　C：コンデンサ　MSマグネットスイッチ 

AC400V

3 配線 
3-1 電動シリンダの配線 

3-2 電磁ブレーキ式電動シリンダの配線 
●結線方法 

単相レバーシブルモーター 

※回転方法を逆にしたい場合は任意の2本を入れ換えしてください。 

※同封されたコンデンサ容量以外を使用される場合は、交流モータ用コンデンサ（耐圧は定格電圧の２倍以上）のものを使用してください。 
　（　）内の電圧は特注とします。 

※回転方法を逆にしたい場合はA、Bの切り換えで行ってください。 

図・記号 
リード線タイプ 

200V （400V） 

結　　　　　線　　　　　図 

No. 三　　相　［200V］ 単　　相　［100V（200V）］ 

制動遅れ時間（秒） 

端子箱タイプ 

端子記号 

U 

V 

W

黒 

灰 

白 

（黒） 

（茶） 

（白） 

U（1） 

V（2） 

W（3） 

図・記号 
リード線タイプ 

200V （400V） 

端子箱タイプ 

端子記号 

U 

V 

W

青 

黒 

灰 

（茶） 

（黒） 

（灰） 

1 

2 

3

スイッチOFFから制動開始までの 
時間で制動時間とは異なります。 （ ） 

（１） 

直
流
切
り 

（２） 

交
流
切
り（
Ａ
） 

（３） 

交
流
切
り（
Ｂ
） 

●結線方法 三相モーター 

注】　１）上下運転（昇降用）で使用される場合は直流切りを採用してください。 
　　  ２）単相１００Vの場合、整流器A２００‐D９０〈A１００‐D４５）の入力側はAC１００V、出力側は

DC４５Vとなります。 
　　　３）三相４００V時の結線方法は、モータより２００V端子（B端子）が別に取り出してありま

すので、このB端子と整流器の入力端子を接続してください。（右図参照） 

0.01

0.03～0.04

0.15～0.17



 

□ａ単相100V、電磁ブレーキ付電動シリンダの場合（配線例） 
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3-3 配線例（参考） 

※単相モータの場合 
　サーマルプロテクタは、内蔵タイプと 
　なります。 

※三相モータの場合 
　サーマルプロテクタは、信号線外取 
　出しタイプとなります。 

※Ｃは附属コンデンサです。 
　コンデンサ容量 
　100V用………14μF 
　200V用………3.5μF

□b 三相200V、電磁ブレーキ付電動シリンダの場合（配線例） 
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3-4 三相インダクションモータに標準で接続されているサーマルプロテクタの使用例 

3-5 ターミナルボックス付電動シリンダ（特注仕様） 

●種類と構造 
T型ターミナルボックス 

単相　100V、200V 
三相　200V

　ＭＣ　：リレーコイル 
MCa：電磁接触器a接点 
 
 
注］ON‐OFFスイッチはモータの
ON‐OFFです。モータの温度が
上昇するとサーマルプロテクタ
の接点が開放し、　ＭＣ　を通じて
電源が切れます。モータの温度
が下がると、サーマルプロテクタ
の接点は、自動的に復帰しますが、
この配線例ではON側のプッシ
ュボタンを押さないとモータは回
りません。 

□ａモータ付の場合 

（ ） 

K型ターミナルボックス 
単相　100V、200V 
三相　200V、400V（ ） 
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●種類と構造 
　C型ターミナルボックス 
　単相　100V、200V

●ターミナルボックスの結線方法 

■ターミナルボックス 
ブレーキ付ギアモータのC型ターミナルボックスには整流器が内蔵されております。 

□bブレーキ付の場合 

三相　200V、400V

①ターミナルボックスには、整理流器が内蔵されており、結線
は“交流切り（B）”になっております。したがって三相電源
または単相電源を接続するだけでブレーキが作動します。 

②“交流切り（A）”は、結線不可能です。 
③“直流切り”結線に変更される場合は、連結板を取りはず
してください。 

No. 三　相［200V、400V］ 単　相［100V、200V］ 

（１） 

交
流
切
り（
Ｂ
） 

（２） 

直
流
切
り（
Ａ
） 
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4 仕様、性能 

機種・型式記号 電圧／周波数（V/Hz） 定格電流（A） コンデンサ（μF） 

モータ部が異常な温度上昇を示す場合は、過負荷もしくは、
こじれ等で抵抗力が増加していると考えられますので、運転
を中止して原因を調査してください。 

ＣＲ＊Ｍ－90－＊＊＊－Ｓ40 
ＣＲ＊Ｂ－90－＊＊＊－Ｓ40

ＣＲ＊Ｍ－90－＊＊＊－Ｔ40 
ＣＲ＊Ｂ－90－＊＊＊－Ｔ40

ＣＲ＊Ｍ－45－＊＊＊－Ｓ40 
ＣＲ＊Ｂ－45－＊＊＊－Ｓ40

ＣＲ＊Ｍ－45－＊＊＊－Ｔ40 
ＣＲ＊Ｂ－45－＊＊＊－Ｔ40

ＣＲ＊Ｍ－15－＊＊＊－Ｓ40 
ＣＲ＊Ｂ－15－＊＊＊－Ｓ40

ＣＲ＊Ｍ－15－＊＊＊－Ｔ40 
ＣＲ＊Ｂ－15－＊＊＊－Ｔ40

ＣD＊Ｍ－10－＊＊＊－Ｓ40 
ＣD＊Ｂ－10－＊＊＊－Ｓ40

ＣD＊Ｍ－10－＊＊＊－Ｔ40 
ＣD＊Ｂ－10－＊＊＊－Ｔ40

※サーマルブレーカの設定は上記数値の120％増程度を目やすに設定してください。 

起動回数／分 

4-1 定格電流 

4-2 温度上昇 

起動停止頻度によっては、サーマルプロテクタが作動し、停
止することがあります。 
最大負荷の場合、下記の頻度を目安にご使用ください。 

4-3 使用頻度 

スピード 
（mm/s） 

推　力 
（N）｛（kgf）｝ 

電圧／周波数（V/Hz） 

7 

30 

90 

160

882｛90｝ 

441｛45｝ 

147｛15｝ 

98｛10｝ 

70 

1 

10 

10 

－ 

115 

1 

10 

10 

－ 

50 

－ 

－ 

－ 

10

200　 

0.5 

10　 

10　 

10　 

300　 

0.5 

10　 

10　 

10　 

100 

－ 

－ 

－ 

10

単
相 

三
相 

単
相 

三
相 

単
相 

三
相 

単
相 
三
相 

100／50 
100／60

200／50 
200／60

100／50 
100／60

200／50 
200／60

100／50 
100／60

200／50 
200／60

100／50 
100／60

200／50 
200／60

0.72 
0.86

0.24 
0.23

0.73 
0.87

0.24 
0.23

0.74 
0.88

0.24 
0.23

0.80 
0.95

0.32 
0.30

14

－ 

14

－ 

14

－ 

14

－ 



17

 ①保護素子／OP-ERZV10D471 
コイルを開閉する際に発生するサージ電圧を吸収し、ドラ
イバの誤動作を防止します。ドライバと同一の盤内に使
用する電磁接触器、リレー、タイマ等のコイル間には保護
素子を取り付けてください。 

●電源ラインSWの火花消 
　去用としてご利用ください。 

max11.5 max6.2 

max14.5

φ0.8

20.0

7.5±1 3.3±1

5 オプション 
5-1 シリンダ側 

5-2 配線用 

①クレビスパーツセット／OP-CPS（クレビス金具、クレビスピン、C形止め輪2個） 

②トラニオンパーツセット／OP-CPS（トラニオン金具、トラニオンピン、C形止め輪、各2個） 

X-Y線に対象なものを一対とする 
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6 動作不良の原因と対策 
故障の内容 原　　因 対　　策 

停電 

接続線の断線 

開閉器の接触不良 

固定子巻線の断線 

三相が単相になっている（三相モータ） 

コンデンサの接続わすれ 

歯車・軸・軸受の破損 

電圧降下 

歯車の摩耗 

過負荷運転 

過負荷運転 

起動・停止頻度が高すぎる 

軸受の不良 

電圧が高すぎるか低すぎる 

横荷重が、かかりすぎ負荷を下げる 

連続的な音一軸受不良・歯車摩耗 

断続的な音一歯車の傷又は異物噛込 

歯車・軸受の摩耗 

据え付け不良・ボルトのゆるみ 

電源のチェック・電力会社へ連絡 

回路のチェック 

修理又は交換 

専門工場で修理 

端子電圧のチェック 

接続する 

専門工場で修理 

配線長さチェック 

専門工場で修理 

負荷を下げる 

負荷を下げる 

頻度を下げる 

修理・交換 

電圧のチェック  

専門工場で修理 

専門工場で修理 

専門工場で修理 

締め直し 

過負荷状態で動かない 

負荷をかけると動かない 

異常発熱する 

音が高い 

振動が大きい 

故障の内容 原　　因 対　　策 

結線の間違い 

開閉器の不良 

摩擦板に油・ごみ等付着 

摩擦板の寿命 

負荷の惰性大きすぎる 

交流切り結線である 

ブレーキ結線の間違い 

ブレーキキャップが大きい 

整流器の故障 

ブレーキコイルの断線又は、短絡 

開閉器の接触不良 

ブレーキ頻度が高い 

負荷トルク・負荷CD2 

横荷重のかカかりすぎ 

結線のチェック 

交換・修理 

分解掃除 

修理・交換 

負荷の惰性を小さくする 

直流切り結線に変える 

結線のチェック 

キャップの調整 

交換 

専門工場で修理 

修理・交換 

頻度を下げる 

負荷を下げる 

負荷を下げる 

ブレーキがきかない 

ブレーキの効きが弱い 
制動時問が長い 

モータが回らない（速度が上がらない） 
モータが異常発熱する 
サーマルリレーが動作する 
ブレーキ音が大きい 

異常発熱する 

ブレーキ付き電動シリンダーの故障の原因と対策 



7 保守・寿命 
 7-1 GTRⅡ-Cシリーズ（インダクション） 

7-2 ブレーキギャップ調整の方法 

 

 

電磁ブレーキ付（Bタイプ）で、ブレーキを長時間使用致しますと、摩擦板が摩耗しギャップ（  2）が徐々に大きくなります。 
ギャップ（  2）が約0.5mm位になりますと、電磁石を励磁してもアーマチュア⑥の吸引が困難となりブレーキの開放がで
きなくなります。その後も使用し続けますと、ブレーキが効いたままモータを回すことになりますので、過負荷状態となります。 
本機を安全に使用して頂くために定期的（１年毎、又はブレーキ使用回数２００～３００万回毎）にギャップの点検又は調
整を行ってください。 

ストローク200mm　1分間に3往復運転 

1日8時間　月20日可動とした場合 

約10年間の寿命となります。 

200×2×3×60×8×20×12 
1500／――――――――――――― ≒10 1000000

（１）ブレーキカバー⑤を取りはずします。 
（２）六角穴付止メネジ④をゆるめます。 
（３）ギャップ 2部に０．２mmのすきみ板を入れマサツディ
スククミ③をおさえて六角穴付止メネジ④をしめます。 

（４）すきみ板をぬきます。 
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GTRⅡ-Cシリーズ（電動シリンダ）は総走行距離1500kmメンテナンスフリーを目安に設計しております。 

参　考 

調整方法 

 

Ｃシリーズ　40W

※ブレーキを長時間使用しますとギャップ　2が0.5mm
以上になってブレーキ解放ができなくなります。 

　定期的にギャップの調整、点検を行ってください。 
　適正ギャップ　2＝0.2±0.1

①フィールド 
②六角穴付ボルト 
③マサツディスククミ 
④六角穴付止メネジ 
⑤ブレーキカバー 
⑥アーマチュア 
⑦スプリング 
⑧ブレーキカバー固定ネジ 
　2：ギャップ 



8 保証 
１． 保証期間 
　  納入の日から１８ケ月間または使用開始後１２ヶ月間のいずれか短い方といたします。 

２． 保証範囲 

３． 保証の免責 
　１）お客様における解体や改造による損耗に対する修理、部品取り替えまたは代替え品納入の場合。 

　２）当社カタログ記載の定格データまたは相互に合意した仕様を外れる条件下にて運転された場合。 

　３）お客様の装置との動力伝達部に不具合（カップリングの芯出し等）がある場合。 

　４）天変地異（例：地震、落雷、火災、水害等）または人為的な誤操作など、不可抗力が障害の原因となった場合。 

　５）お客様の装置の不具合が原因である障害により二次的に故障に到った場合。 

　６）お客様より支給された、または指定の部品、駆動ユニット（例：電動機、サーボモータ、油圧モータ等）が原因で障害が発生した

場合。 

　７）納入物の保管、保守保全管理が適切に行なわれず、取り扱いが正しく実施されなかった場合。 

　８）上記以外の当社の製造責任に帰することの出来ない事項による障害。 

　９）納入品の使用に際して、運転障害等によりお客様が蒙る休業補償等の要求については、お客様は当社に対して、これを棄権

するものといたします。 

　１）保証範囲は当社製作範囲に限定いたします。 

　２）保証期間中、本取扱説明書に記載の正常な据え付け・連結及び取扱い（点検・保守）のもとでの運転条件下にて、納入品の

機能が発揮できない障害が生じた場合は、無償にて修理いたします。ただし、下記項目3.に該当する場合は対象外といたします。 
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本 社 工 場 
〒444-1297　愛知県安城市和泉町井ノ上1-1 
TEL〈0566〉92-5262（代表）FAX〈0566〉92-1159 

東京営業所 
〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8 -9  
TEL〈03〉3865-7681（代表）FAX〈03〉3865-7693 

大阪営業所 
〒543-0072　大阪府天王寺区生玉前町1-18 
TEL〈06〉6772-1900（代表）FAX〈06〉6772-0406 

本 部 営 業 
〒444-1297　愛知県安城市和泉町井ノ上1-1 
TEL〈0566〉92-7410（代表）FAX〈0566〉92-7418
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Ver.2



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


